
今金町グリーン成長戦略検討会

「エネルギービジョンの策定状況について」
令和４年１０月５日（水）に今金町民センターにおいて

第３回今金町グリーン成長戦略検討会が開催されました。
第３回検討会では「２０３０年度及び２０５０年度に向け
た将来像とロードマップについて」「２０５０年ゼロカー
ボン実現に向けた政策・施策及び指標について」を主な議
題とし、将来像や取り組みについて受託者から説明を受け、
エネルギービジョン素案の作成に向けて検討会委員による
活発な意見交換を行いました。

お知らせ第３号（令和４年１１月１週目回覧）

▶今金町の「グリーン成長に向けた考え方」と「将来像の観点」

発行者：今金町未来創生推進室【電話番号０１３７－８２－０１１１（役場）】

会議の様子

グリーン成長に向けた考え方をふまえ、将来像の観点として「ゼロカーボン（脱炭素）の
達成」とエネルギーの地産地消を通じて、エネルギー代金を町内で循環させる「経済成長」
の２点をベースに考えをまとめていく。

・森林吸収により温室効果ガス排出量を相殺しゼロカーボンを達成する。
・町内の豊富な再生可能エネルギーの導入等により、更なる温室効果ガ

ス排出量の削減を目指す。
脱 炭 素

・エネルギーの地産地消を通じて、エネルギー代金を町内で循環させる。
・本町の排出量を上回る削減分はクレジット等での経済価値化、町外へ

の再エネ販売により、本町の経済成長を実現する。
・ゼロカーボンに向けた取り組み（太陽光発電の導入、水素の運搬等）

により、本町での新たなビジネス創出に繋げる。

経済成長

「考え方」
「観点」
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裏面に続きます。

本町のゼロカーボン達成

本町の経済成長



▶グリーン成長に向けたロードマップ及びビジョン実現のための取組施策

≪第３回検討会における各委員の意見など≫ 
い
■今金町でも８月１６日に大きな水害があった。これまでなかった自然災害が起きるように

なっている。この検討会の内容は重要であると思う。自分でまず何ができるかを考えてい
く必要があると思う。

■計画が大きすぎて見えないところがあったが、まずは出来ることからの取り組みを実践す
ることが大切だと思う。個人単位でできることも示していただいた。これを取り組むこと
が重要であると思うので、何をいつ取り組んで行くかを具体化していくと取り組みやすい
のではないか。

■将来のエネルギービジョンの共通認識が大事であると思う。現在検討している内容の方向
性としては間違っていないのではないか。町民を巻き込んで共通認識を持つことが重要だ
と思う。

■民間事業者が再エネ導入を進めていくことが想定される中で、町としてどのような要望を
していくかを議論していくことが重要だと思う。自分たちが何をするか身近に感じられる
ことが重要。

■省エネの記載がある点においては教育も重要だと思う。省エネをする理由、必要性の理解
が重要でモノを作るときだけではなく、捨てる時もエネルギーが必要になることの理解も
重要である。学校教育などで勉強できる機会ができていくと良い。エネルギービジョンに
も盛り込んで欲しい。

グリーン成長に向けた基本方針及び将来像をもとに、エネルギー消費量の削減（省エ
ネ）、エネルギーの脱炭素化（再エネ導入）、吸収源・オフセット（森林吸収等）の３分
類にしてロードマップの原案を提示し議論を深めました。
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